17 世紀初頭のローマにおける宗教画制作の「模倣」と「着想」 カラヴァッジョ、マンフレーディ、ファン・バビューレンの《キリストの捕縛》を中心に by 深谷 訓子

































































The Taking of Christ by Caravaggio, Manfredi and Van Baburen: Imitation and 































































































































































れによれば、1603 年 1 月 2 日に 125 スクーディの支払い
がなされていることから、作品の完成は 1602 年後半と考




















































































図 3　 カラヴァッジョ《キリストの捕縛》1602 年、133.5×169.5 cm、
ダブリン、アイルランド・ナショナル・ギャラリー
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図 9　 カヴァリエーレ・ダルピーノ《ユダの裏切り》1597 年頃、板に油彩、
89×62 cm、カッセル絵画館
図 8　 アルブレヒト・デューラー《ユダの裏切り》1509 年、木版画、13
×10㎝、ロンドン、大英博物館
図 10　 ヘンドリック・ホルツィウス《ユダの裏切り》1598 年、エングレー
ヴィング、19.7×13㎝、アムステルダム国立美術館
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